
令和２年４月 定例記者会見 Ｎｏ３
令和２年４⽉２３⽇
担当：教育部⽂化財課
４１−３１５２

「⼋⽊巻神楽」が岩⼿県指定無形⺠俗⽂化財に認定されました

花巻市指定無形⺠俗⽂化財である「⼋⽊巻（やきまき）神楽」が、岩⼿県の無形⺠俗⽂化財に指定されました。
これにより、花巻市の岩⼿県指定無形⺠俗⽂化財は８件となりました。

【経緯】
令和２年１⽉３１⽇ 岩⼿県⽂化財保護審議会から指定を答申
令和２年３⽉１６⽇ 岩⼿県教育委員会議で指定を議決
令和２年４⽉７⽇ 岩⼿県教育委員会告⽰第３号により、岩⼿県無形⺠俗⽂化財に指定
令和２年４⽉２１⽇ 認定書伝達式を⽯⿃⾕総合⽀所で実施

⼋⽊巻神楽の概要

「⼋⽊巻神楽」は、⼤迫町外川⽬地区に伝承される⼭伏系（修験系）神楽で、その始まりは永禄７年（1564年）と
伝えられています。江⼾時代の度重なる飢饉のため幾度も中断を余儀なくされながらも、その都度復活を遂げ今⽇ま
で存続された神楽です。
早池峰神楽と深い交流を持ちながらも独⾃の舞を継承し、周辺の多くの神楽のように「岳流」「⼤償流」を名乗る

ことなく、外川⽬地区の神楽として伝承されてきました。

現在、保存会には２０歳代から７０歳代の１９名が在籍し、年間２５回程度の奉納や上演の活動を⾏っています。
外川⽬地区の⼦供たちへの神楽の指導活動は５０年以上も継続しており、地区⾏事で⼦供たちが練習の成果を発表

する機会を設けるなど、外川⽬地区⼀体となって神楽の継承活動に取り組んでいます。

この度、花巻市の⽂化財から岩⼿県の⽂化財となったことを機に、これまで以上に多くの⼈に親しまれ、後世に伝
えられる⺠俗芸能となるよう、伝承に期待が寄せられています。
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